
令和 8 年第 3 回定例会　一般質問通告一覧 

 

第 3 回定例会一般質問が、9 月 16 日から 17日まで次のとおり行われます。 

 

【9 月 16 日(水)】 

 順 通 告 議 員 質 問 事 項 要　　　　　　旨

 

1

5 番 
岡田　憲明 
(公明党)

1

士別市の防災、減災につい

て

(1)近年、全国で地震、豪雨、土砂災害が頻発し

ている中で、本市の防災体制や危機管理体制の確

立が重要と思います。現状として、本庁の防災訓

練、避難訓練の実施状況と防災計画の見直しを行

う予定はあるのかお伺いします。 
(2)士別市地域防災計画では、災害対策の基本方

針として「減災」を掲げ、災害時の被害を最小化

するために自助・共助・公助の連携を重視するこ

とが示されています。そこで公助として、地域防

災力の向上にむけて自治会との連携による防災

訓練の現状をお伺いします。 
(3)自助・共助を基盤とした防災・減災体制の強

化につながるシステムで、ユニ・ボイス（耳で聞

くハザードマップ）の活用の推進の見解をお伺い

します。 
(4)災害時に飼い主とペットが同じ空間で避難生

活を送れる「ペット同室避難所」の設置の実現に

むけての見解をお伺いします。

 

2

6 番 
加納　由美子 
(高志会)

1

士別市立病院の経営改善

に向けた取り組みについ

て

(1)アンケート調査を受けての取り組みについて 
(2)「士別市立病院応援隊」と連携した当病院の

セールスポイントを発信することについて 
(3)厳しい病院経営は全国の医療機関が抱える共

通の課題として持続可能なあり方への検討につ

いて

 

2

自治会活動の重要性と再

編について

(1)自治会に参加することへの周知や参加を促す

取り組みについて 
(2)人口減と住宅地図の変化に合わせた再編につ

いて 
(3)自立した自治会活動を支えるための行政の役

割と調整支援について
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3

12 番 
佐藤　正 
(日本共産党)

1

エアコン購入助成につい

て

(1)近年の異常気候による高温で熱中症対策とし

てエアコンは必需品である。 
(2)クーリングシェルターを増やす考えは。公共

施設だけでなく民間の施設（大型店舗等）の協力

で。

 

2

水郷公園パークゴルフ場

の整備について

(1)水郷公園は豊かな自然環境と天塩川周辺の景

観を活かした市民の健康増進及び交流の場とし

て、子供から大人まで多くの人に親しまれていま

す。既存の施設を有効活用すべきだ。

 

4

7 番 
奥山　かおり 
(民政クラブ)

1

子どもたちが健やかに育

つために

(1)誰でも通園制度の現状について 
(2)全天候型施設の進捗状況について 
(3)通学路の除排雪について

 

2

企業誘致や空き店舗の活

用について

(1)国道 40 号線沿いにおける空き店舗・空き物件

の把握状況について 
(2)市の賑わい創出計画との連携について
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8 番 
西川　剛 
(民政クラブ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1

定員適正化方針の具現化

と効果について

(1)定員の将来指標の設定根拠 
(2)定数減に連動する具体例を伴う業務のスクラ

ップ 
(3)方針に沿った各部局別の人員配置シミュレー

ション 
(4)会計年度任用職員の将来指標設定 
(5)会計年度任用職員の実態（部局別任用数・総

労働時間・フルタイム換算人数） 
(6)業務の最適化によって生じる「余力時間」を

コスト適正化につなげる仕組み 
(7)ＤＸ・ＢＰＲ推進により創出された（創出さ

れる）業務時間数 
(8)具体的な取組を、実施時期も含めた「パッケ

ージ」として職員、市民へ明らかに

  
 
 
 
2 
 
 
 

市役所窓口時間短縮につ

いて

(1)提案背景と市民への周知・説明プロセスの課

題（広報しべつ９月号お詫び） 
(2)見直し方針確立に至る庁内プロジェクト体制

と議論経過 
(3)利用実態データと「16 時台ピーク」の扱い 
(4)超過勤務手当削減額及び会計年度任用職員の

勤務シフトの見通し 
(5)時短で生じる余力時間に対応した「年間削減
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8 番 
西川　剛 
(民政クラブ)

 
 
 
 
 
 
2

目標額」と「会計年度任用職員の条件変更計画」 
(6)本格実施（１月１日）と人件費・予算削減効

果のタイムラグ（試行期間を含め６カ月）への見

解 
(7)時短対象職場の精査と「総合窓口・電話交換・

執務環境」の実態 
(8)朝日支所・各出張所における固定費削減の実

態と対象除外の検討 
(9)試行期間（10 月〜12月）における業務量調査

の評価指標項目 
(10)本格実施に向けた判断要件と方針見直し（撤

回・修正）の想定理由 
(11)推進プラン「一体的改革パッケージ」の提案

と、庁内プロジェクトの統括体制について

 

3

市立病院経営強化プラン

との大幅なかい離につい

て

(1)令和７年度決算見込みと経営悪化の要因 
(2)病院事業債発行の考え方と将来リスク 
(3)給与費の膨張と強化プラン指標との大幅なか

い離 
(4)給与費増の内訳と人事院勧告への改定対応方

針 
(5)企業会計としての部門別・診療科別原価計算

の必要性 
(6)一般会計繰入金のルール（上限・査定）設定 
(7)総務部との連携強化（次長兼務）による実効

性



【9 月 17 日(木)】 

 順 通 告 議 員 質 問 事 項 要　　　　　　旨

 

6

2 番 
佐久間　貴之 
(新生クラブ)

1

士別市立病院の経営状況

と再整備方針について

(1)収支のバランスと診療報酬制度について 
(2)病院事業債（経営改善推進事業）について 
(3)経営健全化基準に与える資金不足比率の影響

について 
(4)今後の経営見通しと再整備方針について

 

7

13 番 
大西　陽 
(高志会)

1

米国産の生食用ジャガイ

モの輸入解禁協議を巡る

対応について

(1)生産者の営農に支障が及ばないことと、植物

防疫上の観点からも、国に対して輸入解禁の反対

を含めて慎重な対応を強く求めるべきでは。 
(2)リスク管理措置の策定等の進捗についての速

やかな情報提供と将来に向けた国産馬鈴薯生産

基盤確保に対する効果的な政策実現のための働

きかけを強く求めることが必要では。

 

2

市理事者及び一般職員に

よる市民との対話の取組

実態とその効果及び今後、

より対話を充実させるた

めの新たな取組について

(1)現行の仕組みに基づく市民との対話の取組実

態について。 
(2)市民の声や対話のなかで、出された意見を施

策にどのように反映したのか、また事務的な改善

や見直しをされた項目について。 
(3)市民との対話をより充実させるための新たな

考え方と一般職員による市民との対話の機会を

つくる仕組みについて。 
(4)「まちづくり懇談会」に対する考え方につい

て。

 

3

まちづくり応援大使とし

て、本市をこよなく愛して

くれていた、故和泉雅子さ

んが、折々に訪れて多くの

市民と交流を重ねてきた

別荘「マークン山荘」を仮

称「和泉雅子ミュージア

ム」としての開設について

(1)故人は女優や歌手・冒険家として、多くの遺

品を残されていると思いますので、別荘を博物館

と連携して、遺品の展示と市民の交流や憩いの場

などの活用について。 
(2)運営を、ＮＰＯ法人や市民有志が担うなどの

多角的な検討について。
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11 番 
中山　義隆 
(志政クラブ)

1

今後の農業情勢と企業誘

致について

(1)2015 年から現在までの企業参入について 
(2)個人企業及び団体企業の参入について 
(3)企業融資について 
(4)農業関係と企業誘致との条件について 
(5)今後の企業誘致への考え方について
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1 番 
真保　誠 
(副議長)

1

企業誘致関連について (1)直近の誘致実績と進捗について 
(2)大手企業等との提携やタイアップ事業の計画

と実績について 
(3)今後の展開への具体的施策は


